
Ⅰ．はじめに

　ケヤキは材質が優れ，材価が高い事等から，広葉樹の

中でも特に有望視されており，植栽面積も広い。このよ

うなことから，優良なケヤキ苗を安定的に育成すること

は重要な課題となっている。

　今回，この一環として，ケヤキの播種及びさし木にお

いて，水溶性キトサン処理の影響を調べてみた。

Ⅱ．材料及び方法

　ケヤキ播種におけるキトサン処理試験は，１９９８年４月

上旬～翌年１月下旬までの間，大分県林業試験場構内の

苗畑で実施した。供試種子は前年の秋季に採取し，４～

５℃で保湿貯蔵しておいたものであり，１０ｇあたりの粒

数（４反復の平均値）は６８１粒であった。使用したキト

サンは分子量が約７，０００の水溶性粉末（試供品，岡山応

用化学製）であり，処理濃度は０，１０，１００，１，０００ppm

の４区で，各３反復とした。種子をそれぞれの溶液に２４

時間浸漬した後，１区（１×１ｍ）あたり１０ｇの種子を

播きつけた。苗畑においてそれぞれの処理区（１２区）を

ランダムに配置した。

　ケヤキのさし木におけるキトサン処理試験は，１９９９年

３月下旬～同年１１月下旬までの間，大分県林試構内の自

動ミスト装置付きのガラス室で実施した。さし穂には３

年生実生苗の側枝を用い，さし穂長は１５㎝とした。前処

理に用いたキトサンは，分子量が２，８００±５００の水溶性粉

末（オアックス，岡山応用化学製）であり，処理濃度は

０，５０，１００，２００ppmの４区で，各３反復とした。それ

ぞれの溶液にさし穂基部を２４時間浸漬した後，オキシベ

ロン１．０％タルクをまぶしてさしつけた。１区あたりの

さしつけ本数は２０本とし，さし床には桐生砂を詰めた育

苗箱を用いた。育苗箱の底部には掘り取り時の根の損傷

を防止するため，防根透水シート（市販品）を敷いた。

ガラス室内で，それぞれの処理区（育苗箱）をランダム

に配置した。

Ⅲ．結　果

　ケヤキ種子へのキトサン処理が発芽や成長に及ぼす影

響を調べた結果を表－１に示した。発芽率は４区間で有

意差は無かったが，キトサン処理の３区は対照区に比べ

てやや高い傾向が認められた。キトサン処理区内では発

芽率にほとんど差は無かった。苗高も４区間に有意差は

無かったが，１，０００ppm区でやや良好な結果が得られた。

根元直径成長も４区間に有意差は無かったが，高濃度区

でやや抑制される傾向が認められた。

　ケヤキさし穂へのキトサン前処理が発根や成長に及ぼ

す影響を調べた結果を表－２に示した。発根率は，キト

サン前処理によって１％の水準で有意に高まり，高濃度

区ほど高くなる傾向が認められた。苗高は処理間に有意

差は無かったが，高濃度区ほど伸長が促進される傾向が

認められた。根長では処理間に１％の水準で有意差が認

められ，キトサン処理区は対照区に比べて伸長が良好で

あったが，キトサン処理の３区内では，高濃度区で伸長

がやや抑制される傾向が認められた。

Ⅳ．考　察

　キチンは化学名がポリ－N－アセチル－D－グルコサ

ミンであり，カニやエビ等の甲殻類，カブトムシやコオ

ロギ等の昆虫類の外骨格，菌類の細胞膜等に存在するア

ミノ多糖類である。キトサンは，キチンのアミノアセチ

ル基を脱アセチル化することによって得られ，その化学

構造は陸上植物のセルロースと類似している（5）。

　キトサンはきわめて多くの生理活性を示すため，近年，

農学，医学，薬学等の広い分野で研究が実施され，応用

及び実用化が図られている。農学分野では作物収量の増

大，各種耐性の付与等幅広い生理活性が報告されている
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（1，2，3，4，5，6，7）。林業分野においては，キトサ

ンを用いた研究例は少ないようである。

　今回，ケヤキの育苗時にキトサン処理の影響を調べた

結果，種子処理の効果はあまり認められなかったが，さ

し穂への前処理においては効果があり，発根能力及び根

の伸長成長を促進することが分かった。これらの現象は，

キトサンの持つ抗菌活性，鮮度保持効果，各種ストレス

耐性の増大等（3）に起因するものと考えられるが，詳

細な機能解明には今後の研究が待たれる。　

　種子及びさし穂のキトサン処理において，その効果に

差が認められた原因としては，分子量の大小等が関与し

ている可能性も考えられる。従って，今後はキトサンの

種類，濃度，処理時間等を調べるとともに，他の樹種に

おいても検討する必要がある。
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表－１　ケヤキ種子へのキトサン処理が発芽，成長に及ぼす影響

根元直径（㎜）苗　　高（㎝）発芽率
（％）

キトサン
（ppm） 比　数標準偏差±平　均比　数標準偏差±平　均

１０００．６７±２．０４a１００７．４４±１６．４６a１２．７a０

１０５０．８０±２．１５a１０２８．２４±１６．７３a１５．７a１０

９８０．７０±１．９９a１０１７．７１±１６．６２a１６．１a１００

９００．９６±１．８４a１１１１０．０５±１８．３３a１６．３a１０００

（注）平均値に付したアルファベットにおいて，同文字間では有意差が無いことを示す。

表－２　ケヤキさし穂へのキトサン処理が発根，成長に及ぼす影響

根長（㎝）苗　　高（㎝）発根率
（％）

キトサン
（ppm） 比　数標準偏差±平　均比　数標準偏差±平　均

１００６．４７±１３．０７a１００１７．３０±２１．０９a１８．３a０

１７７１３．６８±２３．１７b１２２１４．５６±２５．７１a４０．０b５０

１６２１３．４３±２１．２４b１２６１１．８７±２６．５５a５３．３b１００

１５３１３．８４±１９．９９b１４３１４．７４±３０．０６a５６．７b２００

（注）平均値に付したアルファベットにおいて，同文字間では有意差が無く，異文字間では
５％水準で有意差があることを示す。


